
橿
原
・
桜
井
　
エ
リ
ア

◆
今
井
町

　

戦
国
時
代
に
、
浄
土
真
宗
称
念
寺
の
寺

内
町
と
し
て
発
達
し
、
江
戸
時
代
に
な
る

と
堺
と
並
ぶ
自
治
特
権
が
与
え
ら
れ
た
。

豪
商
が
軒
を
連
ね
て
「
大
和
の
金
は
今
井

に
七
分
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
繁
栄
を
み

せ
た
。
東
西
約
６
０
０
㍍
、
南
北
約
３
１

０
㍍
の
範
囲
に
江
戸
時
代
以
来
の
伝
統
的

民
家
や
商
家
が
密
集
。
今
西
家
な
ど
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
建
物
も
多
く
、
保

存
さ
れ
た
風
情
あ
る
街
並
み
は
映
画
や
Ｃ

Ｍ
の
撮
影
な
ど
に
も
使
わ
れ
る
。

◇
橿
原
市
観
光
協
会

　

☎
０
７
４
４
（
20
）
１
１
２
３

　

交
通
／
近
鉄
八
木
西
口
駅
か
ら
徒
歩
５

分
。
Ｊ
Ｒ
畝
傍
駅
か
ら
徒
歩
８
分

　

※
令
和
２
年
４
月
か
ら
橿
原
市
観
光
協

会
が
今
井
ま
ち
な
み
交
流
セ
ン
タ
ー
華
甍

に
移
転
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り

下
さ
い
。

◆
月
山
日
本
刀
鍛
錬
道
場
　

　〈
記
念
館
〉

　

鉄
芸
術
の
粋
と
し
て
の
日
本
刀
は
、
特

殊
な
る
工
芸
の
美
と
し
て
高
め
ら
れ
、
わ

が
国
で
最
も
誇
り
得
る
べ
き
文
化
遺
産
の

一
つ
で
あ
る
。
精
神
的
要
素
を
含
め
た
崇

高
な
る
品
格
と
芸
術
性
は
、
見
る
人
に
深

い
感
銘
を
与
え
る
も
の
で
、
今
日
、
海
外

に
お
い
て
も
高
い
評
価
を
受
け
、
東
洋
の

美
と
心
に
注
目
し
、
関
心
を
高
め
て
い

る
。
鉄
と
火
と
水
の
美
が
放
つ
輝
き
は
、

眩
し
い
ば
か
り
で
な
く
、
広
く
深
い
意
義

を
秘
め
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
同
記
念
館
で
は
、
刀
工
月
山
派
の
歴

史
を
た
ど
り
、
古
刀
月
山
か
ら
現
代
人
間

国
宝
（
二
代
）
故
月
山
貞
一
、月
山
貞
利
、

月
山
貞
伸
氏
ま
で
の
作
品
を
展
示
し
て
い

る
。
開
館
日
は
、
毎
週
土
曜
日
の
み
（
３

月
～
７
月
、
９
月
～
11
月
）
で
す
が
、
只

今
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
で
閉
館
の
場
合

も
あ
り
、
問
い
合
わ
せ
を
。　

　

貞
利
氏
は
県
指
定
無
形
文
化
財
保
持
者

で
、
全
日
本
匠
会
顧
問
。
貞
伸
氏
は
そ
の

長
男
。

◇
月
山
記
念
館

　

桜
井
市
茅
原
２
２
８
の
８

　

☎
０
７
４
４
（
42
）
３
２
３
０

　

交
通
＝
Ｊ
Ｅ
三
輪
駅
よ
り
徒
歩
約
15
分

◆
聖
林
寺

　

奈
良
時
代
の
名
作
・
国
宝
・
十
一
面
観

音
で
有
名
。
藤
原
家
の
氏
寺
＝
妙
楽
寺

（
現
、
談
山
神
社
）
の
別
院
と
し
て
創
建

さ
れ
た
古
刹
。
古
い
伽
藍
（
が
ら
ん
）
は

こ
と
ご
と
く
失
つ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も

天
平
以
降
各
時
代
の
仏
像
、
仏
画
を
今
に

伝
え
、
本
尊
は
、
子
授
か
り
の
祈
願
仏
で
、

霊
験
あ
ら
た
か
な
石
地
蔵
を
祀
（
ま
つ
）

る
。
大
和
・
桜
井
の
街
外
れ
、多
武
峰
（
と

う
の
み
ね
）
街
道
が
山
ふ
と
こ
ろ
に
入
ろ

う
と
す
る
と
き
、
右
手
に
見
え
る
談
山
山

系
の
前
山
、
安
部
嶋
山
の
中
腹
に
あ
っ

て
、
静
か
で
落
ち
着
い
た
た
た
ず
ま
い
の

山
寺
。
門
前
か
ら
は
卑
弥
呼
の
お
墓
と
言

わ
れ
る
箸
墓
な
ど
の
古
墳
を
含
む
大
和
盆

地
の
東
半
分
と
山
の
辺
の
道
、
三
輪
山
を

一
望
で
き
る
。
11
月
１
日
か
ら
30
日
ま

で
、
所
蔵
の
曼
荼
羅
を
披
露
す
る
マ
ン
ダ

ラ
展
が
開
か
れ
る
。

◇
聖
林
寺

　

桜
井
市
下
６
９
２

　

☎
０
７
４
４
（
43
）
０
０
０
５

　

交
通
＝
近
鉄
・
Ｊ
Ｒ
桜
井
駅
下
車
、
多

武
峰
・
談
山
神
社
行
き
バ
ス
約
10
分
、
聖

林
寺
前
下
車
す
ぐ

奈良の魅力を奈良の魅力を
再発見！再発見！

地
元
地
元

◆万葉歌碑めぐり
　桜井市観光協会とＪＲ西日本
は同市内の万葉歌碑を巡ってキ
ーワードを集めると抽選で物産
が当たる「歌碑めぐりロマンラリ
ー」を実施している。
　同市には柿本人麻呂をはじめ
とする歌人など60基を超える
歌碑があり、歌碑に設置された
キーワードを集め、クイズに答
えた上で専用はがきで応募す
る。
　専用はがきはＪＲ桜井駅や桜
井観光案内所、桜井市観光まち
づくり課、桜井市観光協会で配
布している「桜井市大和の古道紀行」のパンフレットにあ
り、20個以上から応募可能。
　また、山の辺の道など６つの古道を歩いてキーワードを
集める「古道ラリー」も同時開催。万葉ロマンを感じる歌碑
めぐり・キーワード探索を楽しんでみては。いずれも来年の
３月末まで実施中。
◇一般社団法人桜井市観光協会
　☎0744（42）7530

大和の古道紀行
パンフレット

日本刀の鍛錬の様子

聖林寺

今井まちなみ交流センター華甍

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
よ
り
生
活
が
一
変
し
た
。
自
宅

で
一
日
の
大
半
を
過
ご
す
日
々
が
続

く
中
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
お

け
る
「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
基
づ

く
旅
の
在
り
方
を
普
及
・
定
着
さ
せ

る
た
め
７
月
22
日
か
ら
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
県

内
で
も
８
月
26
日
よ
り
県
民
限
定
で

県
内
宿
泊
施
設
の
料
金
を
大
幅
に
値

引
き
す
る
「
い
ま
な
ら
。
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
が
好
評
で
「
旅
に
出
て
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
」
と
願
う
人
の
多

さ
が
う
か
が
え
る
。

　
こ
の
機
会
に
お
得
に
地
元
奈
良
の

魅
力
を
満
喫
し
て
み
て
は
。
本
紙
で

は
、
県
内
中
南
和
地
域
の
魅
力
あ
ふ

れ
る
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

3 令和2年（2020年）9月17日　木曜日


